
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 担当等 名前 教科・部活 等 

１学年 
担任 吉里 泰志 数学・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

学年主任 寺井 智昭 国語・野球 

２学年 
担任 東  克彦 保体・バレー 

学年主任 秋吉美津子 理科・ 

３学年 
担任 宮崎 貴臣 社会・ 

学年主任 星野南海子 英語・水泳 

ゆうゆう 
１組担任 千葉有希子 特別支援・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

２組担任 川口 美子 特別支援・テニス 

２年部副担任 上田 郁子 音楽・吹奏楽 

七城中との兼務 釘本 成朗 美術・ 

非常勤講師 東  裕教 技術・ 

非常勤講師 平川亜紀子 家庭・ 

教務主任 宮﨑 幸博 数学・テニス 

養護教諭 江﨑 文子 保健室の先生 

学校支援員 工藤美穂子 支援の先生 

学校支援員 瀬﨑 恵子 支援の先生 

図書司書 平山 美穂 図書室の先生 

心の教室相談員 松岡美恵子 心の教室の先生 

ALT ｻﾝﾄﾞﾗ･ﾝｸﾞｴﾙﾒ 英語の先生 

主任事務長 山下 久美 事務室の先生 

事務職員 中原 有里 事務室の先生 

事務職員 松永 麗奈 事務室の先生 

PTA 事務 竹下 祐子 事務室の先生 

教頭 積  芳樹 数学に登場？ 

校長 芹川 博文 英語に登場？ 

 菊池北中学校の令和６年度が、生徒数１１１名、職
員数２５名、計１３６名でスタートしました。どうぞ
よろしくお願い致します。（担任等は右の表参照） 
 学校教育目標を「自ら考え、なかまと磨き合う北
中」としました。これからの予測困難な時代を生きて
いく上で、「自ら考える力」は不可欠です。我々大人
も含めて、これまで「当たり前」だったことを見直す
力が問われています。自分のフィルターで本気で考
え、その考えを持ち寄ってなかまと切磋琢磨し磨き
合うことを、全ての教育活動を通して目指してまい
ります。ご理解とご協力をお願い致します。 

菊池北中学校 

学校だより No.1 

文責 芹川博文 

４月１２日（金） 

「自ら考え、なかまと磨き合う 北中」 
～ 令和 6 年度 北中スタート ～ 

よろしくお願いします 
～ 北中の職員・学級担任・教科担任等 ～ 

学校教育目標 「自ら考え なかまと磨き合う 北中」 

三人のレンガ職人の話 
～「どう考えるか」「どこを見るか」で大違い ～ 

自己紹介 ～ よろしくお願い致します ～ 

（＊以下、始業式の話の一部概要です。） 
昔、あるところに旅人が旅を 

していました。するとレンガを 
積んで仕事をしている人に出会 
いました。旅人は声をかけまし 
た。「大変そうですね。」その人 
は言いました。「当たり前だ。こ 
んなつらい仕事はない。朝から晩まで、夏は暑いし、
冬は寒い。やってられないよ。」それを聞いて、旅人
は別れました。 
すると、二人目のレンガ積み 

の職人に会いました。「大変そう 
ですね。」と声をかけると、二人 
目の職人は言いました。「大変と 
言えば大変だが文句を言ったら 
バチが当たる。この仕事のおかげで家族が生活でき
るんだ。」それを聞いて、旅人は別れました。 
すると、三人目のレンガ職人 

に会いました。同じように「大 
変そうですね。」と声をかける 
と、三人目の職人は言いました。 
「とんでもない。歴史に残る偉 
大な大聖堂を作っているんだ。 
この建物に多くの人々が何年も 
集まるんだ。すごい仕事だろう。」それを聞いて、旅
人は別れました。 どう考えるかで大きな違いですね。 

この度の定期異動で泗水小学校から異動してきま
した芹川博文です。これまで中学校の英語教師とし
て約３０年を過ごしてきました。途中、日本人学校
（中東 カタールという国のドーハ）に３年間勤めた
こともあります。これまでの体験から学ばせてもら
ったことを北中生と共有し「明日が楽しみ」と思える
学校づくりを目指します。よろしくお願い致します。 
【好きなこと】英語、ギター【苦手なこと】夜更かし 
【家族】妻、子ども５人（３人は成人、大１，中１の娘） 

犬１匹。里親をしています。 
菊鹿町育ち、菊池市袈裟尾に住んでいます。 

「本気で遊ぶ」力、「没頭する」力 
～入学式直前の昼休みの光景から ～ 

入学式直前の昼休み、一人の男子生徒が真剣
な顔で校長室前に来ました。「どうしたの」と聞
くと、「前の校長先生（平野校長）からいただい
たサッカーボールを探しています」とのこと。
その数分後、グラウンドで響く大歓声。外に出
てみると、「本気で」遊ぶ姿。彼らのパワーと可 
能性に感動 
しました。 
 中学生の 
時期、思い 
っきり体を 
動かすこと、 
遊ぶこと、 
何かに没頭 
することは、 
大きな「力」 
であると確 
信します。 
 サッカーボールには、 
「GRIT１号」「菊心魂」「北 
中から世界へ」の文字が。 
想いを受け継ぎ、令和６年 
度の北中が動き出しました。 


